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一　
は
じ
め
に

（
１
）
に
示
す
よ
う
に
、「
～
ぬ
～
ぬ
」「
～
つ
～
つ
」「
～
た
り
～
た

り
」
に
よ
る
動
作
作
用
の
並
列
用
法
が
院
政
期
以
降
、
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
る

（
注
１
）。

 

（
１
）	

ａ�

指
ヲ
差
シ
ツ
ヽ

ヌ
仰
ヌ
シ
テ
語
リ
居
レ
バ
、
君
達
「
ア
ラ

〳
〵
」
ト
云
テ
、�

（
今
昔
物
語
集
・
巻
二
三
・
一
五
）

　
　

	

ｂ�

集
テ
吉
ク
蹴
ツ
踏
ツ
掕
ジ
テ
畢
ニ
ハ
縛
テ
車
宿
ノ
柱
ニ

�

（
今
昔
物
語
集
・
巻
二
九
・
一
二
）

　
　

	

ｃ�

誰
ニ
テ
モ
ア
レ
、
向
敵
ト
コ
ソ
軍
ハ
ス
レ
、
近
寄
合
給
ヘ
、

互
ノ
手
ナ
ミ
見
タ
リ
見
ヘ
タ
リ
セ
ム
。

�

（
延
慶
本
平
家
・
五
本
）

さ
て
、「
～
ぬ
～
ぬ
」
は
室
町
期
以
降
に
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
な
く

な
り
、
ま
た
、「
～
つ
～
つ
」
も
現
代
語
に
見
る
よ
う
に
、「
行
き
つ
戻

り
つ
」「
さ
し
つ
さ
さ
れ
つ
」
の
よ
う
な
慣
用
的
な
言
い
方
に
使
用
さ
れ

る
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
。
動
作
作
用
の
並
列
形
式
は
「
～
ぬ
～
ぬ
」

「
～
つ
～
つ
」「
～
た
り
～
た
り
」
の
三
形
式
併
用
の
段
階
か
ら
、
最
終

的
に
は
「
～
た
り
～
た
り
」
形
式
へ
と
収
斂
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
右
の
三
者
併
用
の
段
階
か
ら
現
代
語
に
見
る
よ

う
な
「
た
り
」
専
用
形
式
へ
収
斂
し
た
の
は
何
故
か
に
つ
い
て
、
各
形

式
に
於
け
る
並
列
の
意
味
機
能
に
着
目
し
、
そ
の
変
遷
過
程
を
考
え
て

み
る
こ
と
に
し
た
い
。
以
下
、
考
察
の
手
順
を
簡
単
に
述
べ
て
お
く
。

①　
‌�

ま
ず
、「
～
ぬ
～
ぬ
」「
～
つ
～
つ
」「
～
た
り
～
た
り
」
各
形
式

の
用
法
及
び
そ
の
消
長
を
概
観
す
る
。

②　

‌�

各
形
式
に
於
け
る
動
作
作
用
の
並
列
の
あ
り
方
を
分
析
す
る
。

京

　

 

健

治

動
作
作
用
の
並
列
表
現
形
式
の
推
移

― 「
た
り
」
形
式
へ
の
収
斂
―
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③　
‌�

②
で
の
検
討
結
果
を
も
と
に
、
三
形
式
併
用
の
段
階
か
ら
「
た

り
」
形
式
へ
と
収
斂
す
る
流
れ
を
明
ら
か
に
す
る
。

二　
並
列
表
現
形
式
の
展
開

（
注
２
）

二
・
一　
「
～
ぬ
～
ぬ
」
の
使
用
状
況

ま
ず
、「
～
ぬ
～
ぬ
」
の
並
列
用
法
を
観
察
し
、
そ
の
意
味
用
法
を
確

認
し
て
お
こ
う
。

 

（
２
）	

ａ�

指
ヲ
差
シ
ツ
ヽ

ヌ
仰
ヌ
シ
テ
語
リ
居
レ
バ
、
君
達
「
ア
ラ

〳
〵
」
ト
云
テ
、�

（
今
昔
物
語
集
・
巻
二
三
・
一
五
）

�
【（
１－

ａ
）
再
掲
】

　
　

	

ｂ�

萌
黄
、
緋
威
、
赤
威
、
い
ろ
〳
〵
の
鎧
の
、
う
き
ぬ
し
づ
み

ぬ
ゆ
ら
れ
け
る
は
、
神
南
備
山
の
紅
葉
葉
の
、
峯
の
嵐
に
さ

そ
は
れ
て
、
竜
田
河
の
秋
の
く
れ
、
ゐ
せ
き
に
か
か
ッ
て
、
な

が
れ
も
や
ら
ぬ
に
こ
と
な
ら
ず
。�（
平
家
物
語
・
宮
御
最
期
）

　
　

	

ｃ�

ざ
ッ
と
お
し
お
と
さ
れ
て
、
か
た
な
の
刃
の
ご
と
く
に
、
さ

し
も
き
び
し
き
岩
か
ど
の
な
か
を
、
う
き
ぬ
し
づ
み
ぬ
、
五

六
町
こ
そ
な
が
れ
た
れ
。�

（
平
家
物
語
・
文
覚
荒
行
）

　
　

	

ｄ�

舟
は
ち
ひ
さ
し
、
く
る
り
と
ふ
み
か
へ
し
て
ン
げ
り
。
備
中

守
う
き
ぬ
沈
み
ぬ
し
給
ひ
け
る
を
、
畠
山
が
郎
等
本
田
次

郎
、
十
四
五
騎
で
馳
せ
来
り
、
熊
手
に
か
け
て
ひ
き
あ
げ
奉

り
、
遂
に
頸
を
ぞ
か
い
て
ン
げ
る
。�

（
平
家
物
語
・
落
足
）

　
　

	

ｅ�「
こ
ぞ
の
今
日
は
都
を
出
で
し
ぞ
か
し
。
程
な
く
め
ぐ
り
来

に
け
り
」
と
て
、
あ
さ
ま
し
う
あ
わ
た
た
し
か
り
し
事
共
宣

ひ
い
だ
し
て
、
泣
き
ぬ
わ
ら
ひ
ぬ
ぞ
し
給
ひ
け
る
。

�

（
平
家
物
語
・
藤
戸
）

　
　

	

ｆ�「
し
や
首
ど
も
を
ま
つ
て
か
く
さ
ぶ
ら
ふ
な
り
」
と
、
た
ち
ぬ

居
ぬ
、
指
を
さ
し
な
ど
語
り
居
れ
ば
、�

（
宇
治
拾
遺
物
語
）

　
　

	

ｇ�「
重
盛
は
慈
悲
者
と
こ
そ
聞
こ
え
つ
る
に
、
な
ど
信
頼
を
ば

た
す
け
や
ら
む
」
と
て
お
き
ぬ
ふ
し
ぬ
な
げ
き
た
ま
え
ば
、

�

（
平
治
物
語
・
中
）

「
～
ぬ
～
ぬ
」
は
、「
ふ
す－

仰
ぐ
」「
浮
く－

沈
む
」「
泣
く－

笑
う
」

の
よ
う
な
対
照
的
な
動
作
を
列
挙
し
、
そ
の
二
つ
の
動
作
が
交
互
に
行

わ
れ
る
と
い
う
〈
反
復
用
法
〉
で
あ
る
。
こ
の
「
～
ぬ
～
ぬ
」
形
式
は
、

（
３－

ｃ
）
の
よ
う
な
近
世
の
例
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
概
ね
室
町

期
を
境
に
衰
退
し
た
よ
う
で
あ
る
。

 

（
３
）	

ａ�

恋
は
重
し
軽
し
と
な
る
み
か
な
、
〳
〵
、
涙
の
淵
に
浮
き
ぬ

沈
み
ぬ�

（
閑
吟
集
）

　
　

	

ｂ�

夕
日
に
輝
い
て
白
波
の
上
を
浮
き
ぬ
、
沈
み
ぬ
揺
ら
れ
た
、

�

（
天
草
版
平
家
物
語
・
三
三
七
）

　
　

	
ｃ�
庄
司
が
事
も
思
ひ
切
り
、
明
け
ぬ
暮
れ
ぬ
と
こ
の
姫
を
守
り

立
て
申
は
程
も
な
し�

（
仮
名
草
子
・
恨
の
介
）
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で
あ
る

（
注
３
）。

 

（
６
）
ａ�

明
滅
ト
云
ハ
見
ツ
見
ヘ
サ
リ
ツ
ス
ル
ヲ
云
ソ

�

（
四
河
入
海
・
一
七
ノ
一
・
四
三
ウ
）

　
　

	

ｂ�

星
カ
ミ
ヘ
ツ
、
ミ
ヘ
ナ
ン
ツ
シ
テ
稀
ナ
ル
ソ

�

（
四
河
入
海
・
九
ノ
一
・
一
〇
ウ
）

 

（
７
）‌�

山
ガ
高
ホ
ド
ニ
夜
ガ
オ
ソ
ク
ア
ケ
ツ
日
ガ
早
晩
ツ
ナ
ン
ド
ス
ル

ゾ�

（
漢
書
抄
・
五
八
オ

（
注
４
））

（
７
）
の
よ
う
に
「
Ｘ
が
Ｖ
１
ツ
、
Ｙ
が
Ｖ
２
ツ
」
と
い
っ
た
用
法
も

存
す
る
。
ま
た
、
中
世
室
町
期
以
降
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
副
助

詞
「
な
（
ん
）
ど
」
を
伴
う
、
例
示
的
用
法
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

（
８
）
に
複
数
列
挙
、（
９
）
に
一
例
提
示
の
例
を
示
す
。

 

（
８
）
ａ�

湯
ア
ヒ
ツ
カ
ミ
ア
ラ
ウ
ツ
ナ
ン
ト
セ
ウ
ズ

�

（
史
記
抄
・
一
〇
・
六
七
ウ
）

　
　

	

ｂ�

薪
ヲ
ト
ラ
セ
ツ
米
ヲ
ツ
カ
セ
ツ
ナ
ン
ド
ス
ル
モ
ノ
ゾ

�

（
史
記
抄
・
一
一
）

 

（
９
）
ａ�

五
里
ハ
カ
リ
霧
ヲ
フ
ラ
シ
ツ
ナ
ン
ト
シ
タ
ソ

�

（
蒙
求
抄
・
三
・
二
六
）

　
　

	

ｂ�

茶
ヲ
以
テ
ク
レ
ハ
マ
ツ
人
ニ
マ
ラ
セ
座
敷
ヘ
モ
マ
ツ
人
ヲ
上

ヘ
ア
ケ
ツ
ナ
ト
ス
ル
ソ�

（
蒙
求
抄
・
五
・
四
〇
）

　
　

	
ｃ�
人
ノ
ク
ビ
ヲ
抑
テ
、
キ
ツ
ヽ
ナ
ン
ト
ス
ル
ハ
、
暴
ソ

�

（
周
易
抄
・
五
・
二
〇
オ
）

二
・
二　
「
～
つ
～
つ
」
の
使
用
状
況

次
に
「
～
つ
～
つ
」
の
様
相
を
見
て
み
よ
う
。（
４
）
に
中
世
前
期
、

（
５
）
に
中
世
後
期
の
例
を
示
す
。

 

（
４
）	

ａ�「
さ
ら
ば
か
た
き
の
聞
か
ぬ
さ
き
に
寄
せ
や
」
と
て
、
か
け
足

に
な
ッ
つ
、
あ
ゆ
ま
せ
つ
、
は
せ
つ
、
ひ
か
へ
つ
、
阿
波
と

讃
岐
と
の
さ
か
ひ
な
る
大
坂
ご
え
と
い
ふ
山
を
、
夜
も
す
が

ら
こ
そ
こ
え
ら
れ
け
れ
。�

（
平
家
物
語
・
勝
浦
）

　
　

	

ｂ�

文
ヲ
ヒ
ロ
ゲ
ツ
巻
ツ
千
度
百
度
ヲ
キ
ツ
取
ツ
シ
テ
臥
マ
ロ
ビ

テ
ヲ
メ
キ
叫
ヒ
テ
悲
ノ
涙
ヲ
ソ
流
シ
ケ
ル　

�
（
延
慶
本
平
家
・
二
本
）

 

（
５
）	

ａ
呉
起
ヲ
ハ
射
ツ
刺
ツ
ス
ル
ト
テ�

（
史
記
抄
・
一
〇
・
三
五
ウ
）

　
　

	

ｂ�

宰
ト
云
ハ
調
菜
人
ノ
物
ヲ
キ
ツ
ツ
煮
ツ
盛
ツ
ス
ル
様
ニ

�

（
史
記
抄
・
五
・
二
四
・
オ
）

　
　

	

ｃ�

手
う
ち
振
っ
て
、
踊
っ
つ
跳
ね
つ
し
て
喜
う
で
道
を
歩
い

た
。�

（
天
草
版
伊
曽
保
・
四
一
三
）

　
　

	

ｄ�「
…
こ
の
柱
か
ら
二
人
の
女
房
上
っ
つ
下
っ
つ
す
る
は
、
何

と
し
た
こ
と
ぞ
」
と
言
へ
ば
、�（
天
草
版
伊
曽
保
・
四
四
〇
）

　
　

	

ｅ�

猪
を
始
め
、
山
牛
そ
の
外
驢
馬
ま
で
も
、
こ
の
獅
子
を
踏
ん

づ
蹴
つ
す
る
に
よ
っ
て
、�

（
天
草
版
伊
曽
保
・
五
〇
〇
）

（
６
）
は
「
Ｖ
ツ
Ｖ
ザ
リ
ツ
」「
Ｖ
ツ
Ｖ
ナ
ン
ヅ
」
の
形
を
と
り
、
現

代
語
に
い
う
と
こ
ろ
の
「
Ｖ
タ
リ
Ｖ
な
か
っ
タ
リ
」
に
相
当
す
る
も
の



― 4 ―

次
例
の
よ
う
に
連
体
用
法
も
見
ら
れ
る
。

 

（
10
）
ア
ケ
ツ
タ
テ
ツ
ス
ル
車�

（
史
記
抄
・
一
四
・
四
八
オ
）

近
世
初
期
で
は
概
ね
前
期
と
同
様
の
用
法
と
見
ら
れ
る
が
、
近
世
期

以
降
、
徐
々
に
用
法
が
限
定
的
に
な
る
要
で
あ
る
（（
12
）
参
照
））。

 

（
11
）	

ａ�

弓
を
口
に
く
わ
へ
つ
、
な
ん
ど
す
る
を
、
後
か
ら
教
へ
、
右

の
肩
を
、
脱
が
う
と
す
る
を
、
左
を
教
へ
、
色
々
、
仕
様
あ

る
べ
し�

（
狂
言
六
義
「
八
幡
前
」）

　
　

	

ｂ�

狐
出
て
、
身
が
軽
う
て
、
よ
ひ
と
云
て
、
鳴
い
つ
、
茶
計
と

云
つ
、
一
郎
や
い
と
、
云
つ
し
て
、
罠
の
際
へ
行
て
、
色
々
、

仕
様
あ
る
べ
し�

（
狂
言
六
義
「
釣
狐
」）

　
　

	

ｃ�

い
や
さ
や
う
で
は
、
御
ざ
ら
ぬ
、
某
が
取
れ
ば
、
相
手
も
取

り
、
互
い
に
取
つ
つ
、
遣
つ
つ
致
す
に
よ
つ
て
、

�

（
狂
言
六
義
「
奕
十
王
」）

　
　

	

ｄ�

私
の
国
習
ひ
で
、
問
う
つ
、
答
へ
つ
す
る
事
は
、
拍
子
に
掛

か
つ
て
、
申
し
ま
ら
す
る
が
、�

（
狂
言
六
義
「
今
参
」）

の
よ
う
に
、
二
項
列
挙
型
に
そ
の
用
法
が
限
定
的
に
な
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
状
況
は
そ
れ
以
降
の
近
世
期
以
降
で
も
同
様
で
あ
る
。（
12
）
に

近
世
期
の
例
、（
13
）
に
明
治
期
の
例
を
い
く
つ
か
示
し
て
お
く
。

 

（
12
）
ａ�

こ
り
ゃ
、
我
が
日
比
か
ら
俺
を
見
る
と
、
附
つ
廻
し
つ
す
る

に
依
而
、�

（
漢
人
漢
文
手
管
始
）

　
　

	

ｂ�

お
い
ら
ん
へ
の
道
を
た
て
、
泣
つ
口
説
つ
言
ぬ
け
れ
ば
、
ま
た

舟
宿
の
亭
主
さ
ん
や
、
相
衆
の
藝
者
衆
人
傳
に
、
手
を
か
へ
品

を
か
へ
な
が
ら
、�

（
春
色
梅
暦
・
後
編
・
巻
之
六
）

　
　

	

ｃ�

こ
ゞ
ゑ
る
手
先
懐
へ
あ
た
ゝ
め
ら
れ
つ
あ
た
ゝ
め
つ
。
木
〃

の
小
枝
も
も
み
ぢ
し
て
色
で
逢
し
は
は
や
む
か
し
今
は
し
ん

み
の
女
夫
中�

（
駅
路
雀
）

 

（
13
）
ａ�

こ
れ
が
今
の
武
蔵
野
の
平
野
高
台
の
嫌
な
く
、
林
を
く
ぐ
り
、

野
を
横
切
り
、
隠
れ
つ
現
れ
つ
し
て
、
し
か
も
曲
が
り
く

ね
っ
て
（
小
金
井
は
取
除
け
）
流
る
る
趣
は
春
夏
秋
冬
に
通

じ
て
吾
等
の
心
を
惹
く
に
足
る
も
の
が
あ
る
。

�

（
国
木
田
独
歩
「
武
蔵
野
」）

　
　

	

ｂ�

牝
牛
を
買
い
た
く
思
う
百
姓
は
去
て
見
た
り
来
て
見
た
り
、

容
易
に
決
心
す
る
事
が
出
来
な
い
で
、
絶
え
ず
欺
さ
れ
は
仕

な
い
か
と
惑
い
つ
懼
れ
つ
、
売
手
の
眼
ば
か
り
眺
め
て
は
其

奴
の
ご
ま
か
し
と
家
畜
の
い
か
さ
ま
と
を
見
出
そ
う
と
し
て

い
る
。�

（
国
木
田
独
歩
「
武
蔵
野
」）

　
　

	

ｃ�

…
そ
の
巌
に
せ
か
れ
た
方
は
六
尺
ば
か
り
、
こ
れ
は
川
の
一

幅
を
裂
い
て
糸
も
乱
れ
ず
、
一
方
は
幅
が
狭
い
、
三
尺
位
、

こ
の
下
に
は
雑
多
な
岩
が
並
ぶ
と
み
え
て
、
ち
ら
ち
ら
ち
ら

ち
ら
と
玉
の
簾
を
百
千
に
砕
い
た
よ
う
、
件
の
鰐
鮫
の
巌

に
、
す
れ
つ
、
縺
れ
つ�

（
泉
鏡
花
「
高
野
聖
」）

　
　

	

ｄ�

あ
な
や
と
思
う
と
更
に
、
も
と
の
顔
も
、
胸
も
、
乳
も
、
手
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足
も
全
き
姿
と
な
っ
て
、
浮
い
つ
沈
み
つ
、
ぱ
ッ
と
刻
ま
れ
、

あ
ッ
と
見
る
間
に
又
あ
ら
わ
れ
る
。�

（
泉
鏡
花
「
高
野
聖
」）

　
　

	
ｅ�
し
か
し
入
り
乱
れ
て
組
ん
ず
ほ
ご
れ
つ
戦
っ
て
る
か
ら
、
ど

こ
か
ら
、
ど
う
手
を
つ
け
て
引
き
分
け
て
い
い
か
わ
か
ら
な

い
。�

（
夏
目
漱
石
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」）

　
　

	

ｆ�

…
し
と
や
か
に
帰
る
振
袖
の
影
は
、
余
が
座
敷
か
ら
六
間
の

中
庭
を
隔
て
て
、
重
き
空
気
の
な
か
に
蕭
寥
と
見
え
つ
、
隠

れ
つ
す
る
。�

（
夏
目
漱
石
「
草
枕
」）

　
　

	

ｇ�

男
は
手
を
出
し
て
財
布
を
受
け
取
る
。
引
き
つ
引
か
れ
つ
巧

み
に
平
均
を
保
ち
つ
つ
あ
っ
た
二
人
の
位
置
は
た
ち
ま
ち
崩

れ
る
。�
（
夏
目
漱
石
「
草
枕
」）

現
代
語
で
は
（
14
）
の
よ
う
に
語
彙
的
・
用
法
的
に
も
限
定
的
で
あ

り
、
慣
用
表
現
的
な
言
い
回
し
に
使
用
さ
れ
る
。

 

（
14
）	

ａ�

彼
に
会
お
う
か
会
う
ま
い
か
と
悩
ん
で
、
家
の
前
を
行
き
つ

戻
り
つ
し
て
い
た
。

　

	

ｂ�

初
詣
の
神
社
は
も
の
す
ご
い
人
出
で
、
押
し
つ
押
さ
れ
つ
、

や
っ
と
の
こ
と
で
境
内
ま
で
た
ど
り
着
い
た
。

�

【
用
例
は
『
日
本
語
文
型
辞
典
』
よ
り
】

以
上
、「
～
つ
～
つ
」
形
式
の
展
開
を
見
て
き
た
が
、
先
に
示
し
た
よ

う
に
「
～
ぬ
～
ぬ
」
は
「（
Ｖ
１
）
ヌ
（
Ｖ
２
）
ヌ
」
と
い
う
二
項
列
挙

型
に
留
ま
っ
て
お
り
、
室
町
期
に
は
衰
退
の
方
向
へ
転
じ
て
い
る
。
一

方
、「
～
つ
～
つ
」
の
場
合
は
、「（
Ｖ
１
）
ツ
（
Ｖ
２
）
ツ
」
形
式
に
留

ま
ら
ず
、
三
項
列
挙
、
例
示
的
用
法
や
連
体
用
法
も
見
ら
れ
る
な
ど
、

用
法
に
広
が
り
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
世
期
以
降
、
そ

の
用
法
が
徐
々
に
縮
小
し
、「（
Ｖ
１
）
ツ
（
Ｖ
２
）
ツ
」
の
二
項
列
挙

型
に
限
定
さ
れ
て
い
く
。

二
・
三　
「
～
た
り
～
た
り
」
の
使
用
状
況

続
い
て
、「
～
た
り
～
た
り
」
の
展
開
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

（
15
）
に
中
世
前
期
の
例
、（
16
）
に
中
世
後
期
の
例
を
示
す
。

 

（
15
）	

ａ�

艫
舳
に
は
し
り
ま
は
り
、
掃
い
た
り
の
ご
う
た
り
、
塵
拾
ひ
、

手
づ
か
ら
掃
除
せ
ら
れ
け
り
。�

（
平
家
物
語
・
先
帝
身
投
）

　
　

	

ｂ�

み
な
人
は
重
き
鎧
の
う
へ
に
、
重
き
物
を
負
う
た
り
い
だ
い

た
り
し
て
入
れ
ば
こ
そ
沈
め
、
こ
の
人
親
子
は
さ
も
し
給
は

ぬ
う
へ
、
な
ま
じ
ひ
に
く
ッ
き
や
う
の
水
練
に
て
お
は
し
け

れ
ば
、
沈
み
も
や
り
給
は
ず�

（
平
家
物
語
・
能
登
殿
最
期
）

　
　

	

ｃ�

よ
る
に
な
れ
ば
し
う
と
が
馬
ひ
き
い
だ
い
て
は
せ
ひ
き
し
た

り
、
海
の
底
十
四
五
町
、
廿
町
く
ぐ
り
な
ン
ど
し
け
れ
ば
、

地
頭
、
守
護
あ
や
し
み
け
る
程
に
、
何
と
し
て
か
も
れ
聞
え

た
り
け
ん
、
鎌
倉
殿
御
教
書
を
下
さ
れ
け
り
。

�

（
平
家
物
語
・
六
代
被
斬
）

　
　

	

ｄ�

誰
ニ
テ
モ
ア
レ
、
向
敵
ト
コ
ソ
軍
ハ
ス
レ
、
近
寄
合
給
ヘ
、
互
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ノ
手
ナ
ミ
見
タ
リ
見
ヘ
タ
リ
セ
ム
。�（
延
慶
本
平
家
・
五
本
）

 

（
16
）	
ａ�
サ
テ
、
誰
カ
此
雪
ヲ
フ
ラ
シ
タ
リ
権
柄
ヲ
バ
、
執
持
シ
テ
ス

ル
ゾ
。
希
有
ナ
事
ゾ�

（
四
河
入
海
・
七
ノ
二
）

　
　

	

ｂ�
世
間
ノ
者
ハ
寝
タ
リ
、
起
キ
タ
リ
、
食
ウ
タ
リ
、
飲
ウ
ダ
リ
、

暮
ス
バ
カ
リ
ヂ
ャ�

（
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
）

中
世
室
町
期
に
な
る
と
、
副
助
詞
「
な
ど
」
を
下
接
し
た
例
示
的
用

法
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

（
17
）
に
「（
Ｖ
１
）
タ
リ
（
Ｖ
２
）
タ
リ
…
な
ど
」、（
18
）
に
「（
Ｖ

１
）
タ
リ
な
ど
」
の
例
を
示
す
。

 

（
17
）	

ａ�

文
身
断
髪
ハ
、
荊
蛮
ノ
俗
、
一
生
水
ニ
ツ
カ
リ
テ
ヲ
ル
ホ
ド

ニ
、
身
ニ
画
ヲ
カ
イ
タ
リ
、
イ
レ
ハ
ウ
ク
ロ
ヲ
シ
タ
リ
、
髪

ヲ
断
テ
ヲ
ソ
ロ
シ
サ
ウ
ニ
シ
タ
リ
ナ
ン
ド
ス
ル
ゾ

�
（
史
記
抄
・
二
）

　
　

	

ｂ�

ア
ト
ヲ
封
シ
タ
リ
修
シ
タ
リ
ナ
ン
ト
ス
ル
ソ

�

（
史
記
抄
・
一
一
・
六
二
オ
）

 

（
18
）	

ａ�

国
ナ
ン
ド
ヲ
遷
シ
タ
リ
ナ
ン
ド
セ
ウ
時
ニ
、
利
ア
ラ
ウ
ゾ

�

（
周
易
抄
・
四
・
六
三
オ
）

　
　

	

ｂ�

旧
井
破
ル
ヲ
、
瓦
ヲ
タ
タ
ウ
ダ
リ
ナ
ン
ド
シ
テ
修
理
シ
タ

ヲ
、
収
マ
ル
ト
云
ゾ�

（
周
易
抄
・
五
・
二
四
オ
）

　
　

	

ｃ�

此
ヲ
我
カ
物
ノ
様
ニ
シ
テ
、
人
ヲ
モ
テ
ナ
イ
タ
リ
ナ
ン
ド
ハ

セ
マ
イ
ゾ�

（
周
易
抄
・
五
・
七
ウ
）

次
に
近
世
期
の
様
相
を
見
て
み
る
。（
19
）
は
「
Ｖ
１
タ
リ
Ｖ
２
タ

リ
」、（
20
）
は
「（
Ｖ
１
）
タ
リ
（
Ｖ
２
）
タ
リ
し
て
」
の
例
、（
21
）

は
「（
Ｖ
１
）
タ
リ
（
Ｖ
２
）
タ
リ
（
Ｖ
３
）
タ
リ
」
の
例
で
あ
る
。

 

（
19
）	

ａ�

と
か
く
姉
女
郎
を
た
の
み
て
、
と
く
と
合
点
の
有
様
に
い
ふ

て
も
ら
ひ
、
す
か
し
た
り
、
恥
し
め
た
り
、
ど
ふ
が
な
し
て

得
心
を
さ
せ
ま
し
た
く
…�

（
跖
婦
人
伝
）

　
　

	

ｂ�

…
何
か
ら
言
ふ
て
あ
や
ま
ら
ん
と
、
の
ぞ
い
て
見
た
り
考
た

り
、�

（
傾
城
買
二
筋
道
）

　
　

	

ｃ�

手
習
に
行
く
に
も
毎
日
誘
ひ
合
つ
て
、
朝
習
の
お
座
を
出
し

合
つ
た
り
、
お
弁
当
も
い
つ
し
よ
に
し
た
り
、
三
弦
を
さ
ら

ふ�

（
酩
酊
気
質
）

 

（
20
）	

ａ�

硯
蓋
の
慈
姑
も
手
を
つ
け
づ
に
居
る
と
。
女
も
そ
れ
て
銚
子

を
撫
で
た
り
頭
を
か
い
た
り
し
て
居
や
し
た
が
。
ち
と
あ
ち

ら
へ
と
い
ふ
。�

（
格
子
戯
語
）

　
　

	

ｂ�

さ
つ
き
か
ら
は
な
し
て
い
る
内
、
そ
つ
と
手
を
に
ぎ
つ
た

り
、
尻
を
つ
め
つ
た
り
し
て
、
ち
わ
を
し
て
い
た
が
お
め
へ

し
る
め
へ�

（
東
海
道
中
膝
栗
毛
・
二
編
下
）

　
　

	

ｃ�

ナ
ニ
あ
い
つ
ら
は
お
ほ
か
た
着
物
を
、
し
ぼ
つ
た
り
ほ
し
た

り
し
て
、
ま
だ
あ
つ
ち
に
、
ま
ご
つ
い
て
ゐ
る
だ
ら
ふ
。

�

（
東
海
道
中
膝
栗
毛
・
三
編
下
）

 

（
21
）	�

…
水
を
汲
で
遣
た
り
、
飯
を
焚
た
り
、
頼
み
も
せ
ぬ
使
に
往
た
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り
、
外
に
仕
人
の
あ
る
を
も
、
事
を
好
で
わ
ざ
〳
〵
己
が
仕
た

り
、
何
で
も
早
呑
込
で
、
…�

（
浮
世
床
）

（
22
）
は
「
た
り
」
構
文
が
連
体
修
飾
と
し
て
使
用
さ
れ
る
例
で
あ

る
。（
23
）
は
条
件
節
の
例
で
あ
る
。

 

（
22
）	�

此
年
に
な
る
が
月
代
を
引
め
く
つ
た
り
、
天
窓
を
張
倒
し
た
り

す
る
も
の
は
見
た
こ
と
が
ね
へ
。�

（
浮
世
床
）

 

（
23
）	�

絵
本
に
出
た
り
、
芝
居
で
し
た
り
す
る
と
何
よ
り
の
功
徳
だ

�

（
浮
世
床
）

（
24
）
は
前
項
に
の
み
「
タ
リ
」
が
承
接
し
た
例
で
あ
る
。

 

（
24
）	

ａ�

大
願
成
就
で
も
な
ん
で
も
、
利
口
を
じ
こ
う
と
い
つ
た
り
、

立
派
を
ぎ
つ
ぱ
、
狐
を
け
つ
ね
と
い
ふ
よ
り
能
の
さ
。

�

（
浮
世
風
呂
）

　
　

	

ｂ�

あ
の
ネ
、
あ
の
ウ
、
ど
ふ
ぞ
早
く
斯
し
て
居
て
、
何
か
の
用

を
し
て
あ
げ
た
り
、
夜
も
淋
し
く
な
い
や
う
に
し
て
お
噺
し

を
い
た
す
や
う
に
し
て�

（
春
色
梅
暦
・
後
編
・
巻
之
五
）

　
　

	

ｃ�

こ
な
た
が
死
ん
で
は
、
身
が
盗
み
を
し
た
り
、
娘
を
殺
し
た

心
ざ
し
が
無
に
成
ま
す�

（
傾
城
壬
生
大
念
仏
）

（
25
）
は
、「（
Ｖ
１
）
タ
リ
何
か
し
て
」
型
で
、
具
体
的
な
例
を
一
例

挙
げ
た
も
の
で
あ
る
。

 

（
25
）	

ａ�

せ
ん
ど
も
つ
れ
て
往
て
、
筍
を
盗
ん
だ
り
何
か
し
て
、
と
ん

だ
お
も
し
ろ
か
つ
た
よ
。�

（
甲
駅
新
話
）

　
　

	

ｂ�

そ
れ
か
ら
忠
は
羽
織
を
二
三
ン
め
へ
買
た
り
何
か
し
て
騒
い

で
居
る
と
、
お
蝶
が
癪
が
痛
い
と
か
な
ん
と
か
い
つ
て
立
つ

た
も
の
だ
か
ら
…�

（
古
契
三
娼
）

例
示
的
用
法
は
副
助
詞
「
な
ど
」
を
承
け
た
も
の
や
「
～
タ
リ
何
か

し
て
」
形
式
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
次
の
（
26
）
の
よ
う
に
「
な
ど
」

を
伴
わ
な
い
「
タ
リ
す
る
」
型
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

 

（
26
）	�

主
を
格
子
へ
立
せ
も
ふ
し
て
置
て
。
お
さ
き
ど
ん
や
忠
八
ど
ん

の
前
を
つ
く
ろ
つ
た
り
す
る
。�

（
格
子
戯
語
）

な
お
、
上
接
語
の
拡
張
と
い
う
点
で
以
下
の
（
27
）（
28
）
は
注
目
さ

れ
る
。

 

（
27
）	�

是
は
都
合
の
わ
る
い
と
き
、
頭
の
も
の
も
み
ん
な
ま
げ
て
し
ま

つ
て
、
つ
げ
の
櫛
を
ち
よ
い
と
さ
し
て
ゐ
た
り
何
か
す
る
か
ら

…�

（
古
契
三
娼
）

 

（
28
）	

ａ�

て
め
へ
の
よ
ふ
な
親
か
あ
つ
た
り
主
人
か
あ
つ
て
見
ろ
勘
当

ヲ
さ
れ
る
物
も
な
く
…�

（
風
俗
通
）

　
　

	

ｂ�

一
ツ
内
の
子
ど
も
で
仕
舞
が
あ
つ
た
り
買
込
に
な
つ
た
り
し

て
お
つ
け
へ
さ
れ
ね
へ
ほ
ど
賑
で
板
が
み
ん
な
売
れ
て
し
ま

う
中
に
…�

（
部
屋
三
味
線
）

（
27
）
は
「
さ
し
て
い
た
り
」
の
よ
う
に
「
て
い
る
」
に
承
接
し
た

例
、（
28
）
は
「（
Ｘ
が
）
あ
っ
た
り
」
で
存
在
動
詞
に
承
接
し
た
例
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
動
作
を
列
挙
す
る
用
法
か
ら
、
さ
ら
に
状
態
的
な
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事
態
を
列
挙
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

 

（
29
）	�
い
ま
ま
で
僕
が
頂
い
た
役
っ
て
、
ど
こ
か
弟
っ
ぽ
い
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
だ
っ
た
り
、
女
性
に
対
し
て
従
順
だ
っ
た
り
、
初
々
し

か
っ
た
り
す
る
役
が
多
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
今
回
は
、
気
が

多
い
男
だ
し
、
女
性
に
対
し
て
だ
ら
し
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
て

…
。（http://w

w
w

.fujitv.co.jp/m
/dram

a/A
P

/interview
/

vol11_16.htm
l

）

右
は
現
代
語
の
例
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
動
詞
以
外
に
承
接
し
た
用

法
が
近
世
中
期
以
降
見
ら
れ
始
め
る

（
注
５
）。

 

（
30
）	

ａ�

…
又
乗
り
つ
け
た
お
か
た
は
。
猪
牙
で
檜
垣
を
大
廻
し
に
の

つ
き
る
と
き
。
つ
ゝ
か
け
て
ぶ
ち
上
た
り
さ
む
か
っ
た
り
す

る
と
。
前
の
う
す
べ
り
を
と
つ
て
か
け
な
さ
る
。�（
玉
之
帳
）

　
　

	

ｂ�

此
頃
は
い
ろ
〳
〵
取
込
だ
事
も
あ
り
、
出
憎
か
っ
た
り
何
か

し
て
、
さ
っ
ぱ
り
と
往
か
ね
へ
が
、�
（
花
筺
）

 

（
31
）	

ａ�

下
卑
た
根
性
を
社
会
全
体
に
蔓
延
さ
せ
る
か
ら
ね
。
た
い
へ

ん
な
害
毒
だ
。
し
か
も
身
分
が
よ
か
っ
た
り
、
金
が
あ
っ
た

り
す
る
も
の
に
、
よ
く
こ
う
い
う
性
根
の
悪
い
奴
が
あ
る
も

の
だ
。�

（
夏
目
漱
石
「
二
百
十
日
」）

　
　

	

ｂ�

沖
へ
行
っ
て
肥
料
を
釣
っ
た
り
、
ゴ
ル
キ
が
ロ
シ
ア
の
文
学

者
だ
っ
た
り
、
馴
染
の
芸
者
が
松
の
木
の
下
に
立
っ
た
り
、

古
池
へ
蛙
が
飛
び
込
ん
だ
り
す
る
の
が
精
神
的
娯
楽
な
ら
、

天
麩
羅
を
食
っ
て
団
子
を
の
み
込
む
の
も
精
神
的
娯
楽
だ
。

�

（
夏
目
漱
石
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」）

二
・
四　
各
形
式
に
於
け
る
並
列
の
意
味
機
能

以
上
、「
～
ぬ
～
ぬ
」、「
～
つ
～
つ
」「
～
た
り
～
た
り
」
形
式
の
用

法
を
確
認
し
た
。
以
下
に
各
形
式
の
用
法
及
び
そ
の
展
開
を
整
理
す

る
。

◇
「
～
ぬ
～
ぬ
」

	
 •	�「

浮
き
ぬ
沈
み
ぬ
」
の
よ
う
に
列
挙
さ
れ
る
動
作
は
二
項
で
あ
る
。

	
 •	�

中
世
室
町
期
以
降
に
は
見
出
し
が
た
い
。

◇
「
～
つ
～
つ
」

	
 •	�

二
項
列
挙
の
他
、
三
項
列
挙
も
見
ら
れ
、
中
世
室
町
期
で
は
例
示

的
用
法
や
連
体
用
法
な
ど
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

	
 •	�

近
世
後
期
以
降
で
は
「
踏
ん
づ
蹴
っ
つ
」
の
よ
う
な
二
項
を
列
挙

す
る
用
法
へ
と
そ
の
用
法
を
縮
小
さ
せ
て
い
く
。

	
 •	�

現
代
語
で
は
語
彙
的
に
も
限
定
的
で
あ
り
、
慣
用
表
現
的
な
言
い

回
し
に
使
用
さ
れ
る
（「
行
き
つ
戻
り
つ
」「
持
ち
つ
持
た
れ
つ
」

な
ど
）。

◇
「
～
た
り
～
た
り
」

	
 •	�「

～
つ
～
つ
」
形
式
と
同
様
に
、
中
世
室
町
期
に
は
例
示
的
用
法
も

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
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 •	�

近
世
期
以
降
、
一
例
を
挙
げ
る
形
で
の
例
示
的
用
法
が
発
生
す
る
。

	
 •	�

上
接
語
に
つ
い
て
、「
て
い
る
」
の
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
、
存
在
動
詞

「
あ
る
」
と
い
っ
た
状
態
的
な
事
態
に
承
接
す
る
用
法
が
発
生
す
る
。

	
 •	�

形
容
詞
、形
容
動
詞
等
に
承
接
す
る
用
法
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

以
上
、「
～
ぬ
～
ぬ
」「
～
つ
～
つ
」「
～
た
り
～
た
り
」
の
三
形
式
の

展
開
を
概
観
し
た
。
そ
こ
で
明
ら
か
と
な
っ
た
よ
う
に
、「
～
ぬ
～
ぬ
」

は
室
町
期
に
は
そ
の
勢
力
を
弱
め
て
お
り
、
室
町
期
以
降
で
は
「
～
つ

～
つ
」「
～
た
り
～
た
り
」
二
者
併
用
の
段
階
へ
と
推
移
す
る
。
こ
の
二

者
は
と
も
に
用
法
を
広
げ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、「
～
つ
～
つ
」
は
近
世

期
以
降
に
な
る
と
、
徐
々
に
、
二
項
列
挙
型
へ
と
用
法
が
限
定
的
に

な
っ
て
い
く
。

「
～
ぬ
～
ぬ
」
が
い
ち
早
く
衰
退
し
た
の
は
先
述
の
如
く
、
こ
の
形
式

が
二
項
列
挙
型
の
域
を
超
え
る
も
の
で
は
な
く
、「
～
つ
～
つ
」「
～
た

り
～
た
り
」
に
比
し
て
、
用
法
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、「
～
つ
～
つ
」
の
場
合
は
中
世
室
町
期
の
使
用
状

況
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
一
旦
は
そ
の
用
法
を
拡
張
し
て
い

く
と
い
う
動
き
を
見
せ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
最
終
的
に
は
現
代
語

に
見
る
よ
う
に
慣
用
的
な
言
い
回
し
に
過
ぎ
な
く
な
る
な
ど
、
や
は
り

衰
退
の
方
向
へ
と
転
ず
る
の
で
あ
る
。

次
節
以
降
で
は
、
各
形
式
に
於
け
る
並
列
の
あ
り
方
に
着
目
し
て
、

そ
の
変
遷
理
由
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

三　
動
作
作
用
の
並
列
と
そ
の
性
格

三
・
一　
事
態
の
並
列
と
そ
の
あ
り
方

動
作
作
用
の
並
列
形
式
の
性
格
に
つ
い
て
、
現
代
語
の
「
た
り
」
の

用
法
の
分
析
を
通
し
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
現
代
語
の
並
列
助
詞
「
た

り
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
、
富
田
隆
行
『

こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い

日
本
語
教
育
の
た
め
の

文
法
の
基

礎
知
識
と
そ
の
教
え
方
』
一
二
八
～
一
三
〇
頁
）
で
は
、「
た
り
」
の
用

法
を
以
下
の
六
つ
に
分
類
し
て
い
る
。（
な
お
、
引
用
に
際
し
て
、
用
例

の
中
か
ら
そ
の
い
く
つ
か
を
示
す
。）

①�

対
立
す
る
動
詞
を
使
っ
て
、動
作
や
状
態
の
繰
り
返
し
を
表
し
ま
す
。

	
	

 •	�

子
供
が
テ
レ
ビ
を
つ
け
た
り
消
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

	
	

 •	�

大
勢
の
人
が
電
車
に
乗
っ
た
り
降
り
た
り
し
て
い
ま
す
。

	

②�

二
・
三
の
具
体
例
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
一
つ
の
行
動
パ

タ
ー
ン
を
表
し
ま
す
。

	
	

 •	�

夏
休
み
に
は
、
海
へ
行
っ
た
り
山
へ
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

	
	

	
�（

夏
休
み
に
い
ろ
い
ろ
な
所
へ
遊
び
に
行
っ
た
こ
と
を
表
し
ま
す
。）

	
	

 •	�

昨
日
は
、
寝
た
り
起
き
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

	
	

	
�（

体
の
具
合
が
悪
か
っ
た
こ
と
を
表
し
ま
す
。）

	

③�

動
作
の
肯
定
形
と
否
定
形
を
挙
げ
て
、
そ
の
こ
と
を
「
あ
ま
り
し

て
い
な
い
」
と
か
「
き
ち
ん
と
し
て
い
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
意
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味
を
表
し
ま
す
。

	
	

 •	�（
留
学
し
て
い
る
子
供
か
ら
）
こ
の
ご
ろ
は
、
手
紙
が
来
た
り
来

な
か
っ
た
り
で
す
。

	
	

 •	�

お
医
者
さ
ん
か
ら
薬
を
も
ら
っ
て
も
、
の
ん
だ
り
の
ま
な
か
っ

た
り
で
は
、
病
気
が
治
り
ま
せ
ん
よ
。

	

④�

対
立
す
る
形
容
詞
を
使
っ
て
「
Ａ
た
り
Ｂ
た
り
で
す
」
の
形
で
、

「
あ
る
も
の
は
Ａ
で
、
あ
る
も
の
は
Ｂ
で
あ
る
」「
あ
る
と
き
は
Ａ

で
、
あ
る
と
き
は
Ｂ
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
表
し
ま
す
。

	
	

 •	�

広
か
っ
た
り
狭
か
っ
た
り
で
、
な
か
な
か
適
当
な
家
が
見
つ
か

り
ま
せ
ん
。

	
	

 •	�

主
人
の
帰
り
は
早
か
っ
た
り
遅
か
っ
た
り
で
す
。

	

⑤
同
時
に
行
わ
れ
て
い
る
幾
つ
か
の
動
作
・
行
動
を
表
し
ま
す
。

	
	

 •	�

子
供
た
ち
が
公
園
で
、
ぶ
ら
ん
こ
に
乗
っ
た
り
、
滑
り
台
で

滑
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

	
	

 •	�

大
勢
の
人
が
川
で
ボ
ー
ト
に
乗
っ
た
り
、
魚
釣
り
を
し
た
り
、

水
遊
び
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

	

⑥
一
つ
の
こ
と
を
挙
げ
て
、
他
の
同
類
の
こ
と
を
表
し
ま
す
。

	
	

 •	�

会
場
を
走
っ
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

	
	

	
�（「

走
る
」
と
い
う
こ
と
で
、「
走
る
」
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

会
場
で
騒
ぐ
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。）

	
	

 •	�

壊
し
た
り
し
た
ら
大
変
だ
。

	
	

	
�（「

壊
す
」
と
い
う
こ
と
で
、「
壊
す
」
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
物
を
傷
つ
け
る
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。）

右
に
見
る
よ
う
に
、「
た
り
」
の
用
法
に
は
、
①
の
よ
う
な
〈
反
復
〉、

⑤
の
よ
う
な
〈
併
存
〉
や
⑥
の
よ
う
な
〈
例
示
〉
な
ど
様
々
な
用
法
が

あ
る
が
、〈
同
一
主
体
の
動
作
・
行
動
で
あ
る
か
〉、〈
複
数
主
体
の
動

作
・
行
動
で
あ
る
か
〉
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
用
法
を
整
理
す
る
と
、

次
の
２
用
法
に
大
き
く
分
類
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

 

（
32
）	

Ⅰ　

あ
る
時
は
｛
Ｘ
｝
で
あ
り
、
あ
る
時
は
｛
Ｙ
｝
で
あ
る
。

	
	

	
	

Ⅰ－

Ａ　

複
数
列
挙

	
	

	
	

 •	�

子
供
が
テ
レ
ビ
を
つ
け
た
り
消
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

	
	

	
	

 •	�

お
医
者
さ
ん
か
ら
薬
を
も
ら
っ
て
も
、
の
ん
だ
り
の
ま
な

か
っ
た
り
で
は
、
病
気
が
治
り
ま
せ
ん
よ
。

	
	

	
	

 •	�（
留
学
し
て
い
る
子
供
か
ら
）
こ
の
ご
ろ
は
、
手
紙
が
来
た

り
来
な
か
っ
た
り
で
す
。

	
	

	
	

 •	�

夏
休
み
に
は
、
海
へ
行
っ
た
り
山
へ
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

	
	

	
	

 •	�

昨
日
は
、
寝
た
り
起
き
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

	
	

	
	

Ⅰ－

Ｂ　

例
示
（
一
例
提
示
）

	
	

	
	

 •	�

会
場
を
走
っ
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

	
	

	
	

 •	�

壊
し
た
り
し
た
ら
大
変
だ
。

	
	

	
Ⅱ　

あ
る
も
の
は
｛
Ｘ
｝
で
あ
り
、
あ
る
も
の
は
｛
Ｙ
｝
で
あ
る
。

	
	

	
	

Ⅱ－
Ａ　

複
数
列
挙
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 •	�

子
供
た
ち
が
公
園
で
、
ぶ
ら
ん
こ
に
乗
っ
た
り
、
滑
り
台

で
滑
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

	
	

	
	

 •	�
大
勢
の
人
が
川
で
ボ
ー
ト
に
乗
っ
た
り
、
魚
釣
り
を
し
た

り
、
水
遊
び
を
し
た
り
し
て
ま
す
。

	
	

	
	

 •	�

広
か
っ
た
り
狭
か
っ
た
り
で
、
な
か
な
か
適
当
な
家
が
見

つ
か
り
ま
せ
ん
。

	
	

	
	

Ⅱ－

Ｂ　

例
示
（
一
例
提
示
）

	
	

	
	

 •	�

サ
イ
ズ
が
合
わ
な
か
っ
た
り
で
、
結
局
買
う
の
を
や
め
た
。

以
上
、「
た
り
」
の
用
法
を
右
の
よ
う
な
分
類
を
試
み
た
が
、
右
記

《
用
法
Ⅰ
》
に
お
い
て
は
、
更
な
る
分
類
が
出
来
そ
う
に
思
わ
れ
る
。

 

（
33
）	

ａ�

子
供
が
テ
レ
ビ
を
つ
け
た
り
消
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
　

	

ｂ�

夏
休
み
に
は
、
海
へ
行
っ
た
り
山
へ
行
っ
た
り
し
ま
す
。

（
33－

ａ
）
で
は
、〈
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
〉〈
テ
レ
ビ
を
消
す
〉
と
い
う

動
作
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、（
32－
ｂ
）
で
は
、

〈
海
へ
行
く
〉
こ
と
と
〈
山
へ
行
く
〉
こ
と
と
い
う
複
数
の
行
為
を
示
す

に
留
ま
り
、
そ
の
反
復
性
は
弱
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
以
上

の
こ
と
を
も
と
に
、（
32
）
を
（
34
）
の
よ
う
に
修
正
す
る
。

 

（
34
）

	
 

［
用
法
Ⅰ
］�

あ
る
時
は
｛
Ｘ
｝
で
あ
り
、
あ
る
時
は
｛
Ｙ
｝
で
あ
る

�

（
同
一
主
体
の
動
作
・
状
態
）

	
	

	
	

　
　
［
用
法
Ⅰ
・
Ａ
］
…
反　

復

	
	

	
	

　
　
［
用
法
Ⅰ
・
Ｂ
］
…
非
反
復

	
 

［
用
法
Ⅱ
］�

あ
る
も
の
は
｛
Ｘ
｝
で
あ
り
、
あ
る
も
の
は
｛
Ｙ
｝
で

あ
る�

（
異
主
体
の
動
作
・
状
態
）

ち
な
み
に
現
代
語
に
於
け
る
「
～
つ
～
つ
」
を
見
て
み
る
と
、『
日
本

語
文
型
辞
典
』
に
〈「
行
く－

戻
る
」
の
よ
う
な
反
対
の
意
味
を
持
つ
動

詞
や
「
押
す－

押
さ
れ
る
」
の
よ
う
に
能
動
と
受
動
の
形
の
連
用
形
を

並
べ
て
、
両
方
の
動
作
が
交
互
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
表
す
。〉
と
あ
る
よ

う
に
、
二
つ
の
動
作
が
交
互
に
行
わ
れ
る
と
い
う
用
法
（
反
復
用
法
）

で
あ
る
。【（
14
）
再
掲
】

 

（
14
）	

ａ�

彼
に
会
お
う
か
会
う
ま
い
か
と
悩
ん
で
、
家
の
前
を
行
き
つ

戻
り
つ
し
て
い
た
。

　
　

	

ｂ�

初
詣
の
神
社
は
も
の
す
ご
い
人
出
で
、
押
し
つ
押
さ
れ
つ
、

や
っ
と
の
こ
と
で
境
内
ま
で
た
ど
り
着
い
た
。

（
14－

ａ
）
は
「
行
く－

戻
る
」
と
い
う
同
一
主
語
の
動
作
で
あ
り
、

先
の
分
類
で
い
え
ば
、《
用
法
Ⅰ
・
Ａ
》
に
使
用
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、（
14－

ｂ
）
は
複
数
の
人
物
が
互
い
に
「
押
し
た
り
押
さ
れ
た
り
」

す
る
と
い
う
事
態
を
示
す
が
、
そ
の
表
現
の
あ
り
方
は
〈
能
動
・
受
動
〉

の
ペ
ア
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
場
合
、
あ
る
一
人
に
焦
点
を
あ
て
て
、

事
態
を
描
写
し
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
も
《
用
法
Ⅰ
・
Ａ
》
と
見
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
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三
・
二　
「
ぬ
」「
つ
」「
た
り
」
に
よ
る
並
列
の
再
検
討

以
上
、
現
代
語
の
「
た
り
」
を
例
に
取
り
、
動
作
の
並
列
形
式
の
様

相
を
確
認
し
た
。
こ
う
し
た
並
列
の
あ
り
方
を
踏
ま
え
て
、「
ぬ
」「
つ
」

「
た
り
」
の
並
列
を
改
め
て
見
直
し
て
み
る
と
、「
ぬ
」「
つ
」
は
《
用
法

Ⅰ
》
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。【（
２
）
か
ら
い
く
つ
か
再
掲
】

 

（
35
）	

ａ�

舟
は
ち
ひ
さ
し
、
く
る
り
と
ふ
み
か
へ
し
て
ン
げ
り
。
備
中

守
う
き
ぬ
沈
み
ぬ
し
給
ひ
け
る
を
、
畠
山
が
郎
等
本
田
次

郎
、
十
四
五
騎
で
馳
せ
来
り
、
熊
手
に
か
け
て
ひ
き
あ
げ
奉

り
、
遂
に
頸
を
ぞ
か
い
て
ン
げ
る
。�

（
平
家
物
語
・
落
足
）

　
　

	

ｂ�

萌
黄
、
緋
威
、
赤
威
、
い
ろ
〳
〵
の
鎧
の
、
う
き
ぬ
し
づ
み

ぬ
ゆ
ら
れ
け
る
は
、
神
南
備
山
の
紅
葉
葉
の
、
峯
の
嵐
に
さ

そ
は
れ
て
、
竜
田
河
の
秋
の
く
れ
、
ゐ
せ
き
に
か
か
ッ
て
、
な

が
れ
も
や
ら
ぬ
に
こ
と
な
ら
ず
。�

（
平
家
物
語
・
宮
御
最
期
）

（
35－

ａ
）
は
「
備
中
守
」
を
主
体
と
し
、
そ
れ
が
「
浮
い
た
り
沈
ん

だ
り
」
と
い
う
状
態
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
表
す
。（
35－
ｂ
）

は
、「
萌
黄
、
緋
縅
、
赤
威
、
い
ろ
い
ろ
の
鎧
」
が
主
語
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
鎧
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
、
そ

れ
が
「
浮
い
た
り
沈
ん
だ
り
し
て
い
る
」
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
解
さ

れ
、《
用
法
Ⅰ
・
Ａ
》
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
「
～
ぬ
～
ぬ
」
形
式
の
用
法
上
の
特
徴
と
し
て
注
意
さ
れ
る
点

は
、「
ふ
す－

仰
ぐ
」「
浮
く－

沈
む
」「
泣
く－

笑
う
」
と
い
う
意
味
的

に
見
て
対
照
的
な
語
の
ペ
ア
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
そ

の
用
法
は
同
一
主
体
の
状
態
変
化
を
示
す
と
い
う
反
復
的
用
法
で
あ
る

と
い
え
る
。
ま
た
、「
～
つ
～
つ
」
の
場
合
も
同
様
に
、
同
一
主
語
の
動

作
を
列
挙
す
る
用
法
が
あ
る
。

 

（
36
）	

ａ�

大
船
ヲ
、
一
人
シ
テ
ヤ
ス
〳
〵
ト
ア
ゲ
ツ
オ
ロ
シ
ツ
シ
ケ

リ
。�

（
延
慶
本
平
家
・
五
本
）

　
　

	

ｂ�

文
ヲ
ヒ
ロ
ゲ
ツ
巻
ツ
千
度
百
度
ヲ
キ
ツ
取
ツ
シ
テ
臥
マ
ロ

ビ
テ
ヲ
メ
キ
叫
ヒ
テ
悲
ノ
涙
ヲ
ソ
流
シ
ケ
ル

�

（
延
慶
本
平
家
・
二
本
）

右
の
例
は
「
上
げ
る－

下
ろ
す
」「
ひ
ろ
げ
る－

巻
く
」
の
よ
う
に
、

意
味
的
に
対
照
的
な
動
作
が
並
列
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
二
つ
の
動
作
が

繰
り
返
し
為
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、《
用
法
Ⅰ
・
Ａ
【
＝
反
復
的
用

法
】》
と
解
さ
れ
る
。（
37
）
は
、「
物
を
［
切
る
］［
煮
る
］［
盛
る
］」

と
三
つ
の
動
作
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
は
そ
れ
ら
が
反
復
し
て

行
わ
れ
る
と
い
う
よ
り
は
、
調
理
に
関
わ
る
一
連
の
動
作
を
列
挙
し
て

い
る
と
み
る
の
が
よ
さ
そ
う
に
思
わ
れ
、《
用
法
Ⅰ
・
Ｂ
》
と
し
て
解
釈

し
て
お
く
。

 
（
37
）	�

宰
ト
云
ハ
調
菜
人
ノ
物
ヲ
キ
ツ
ツ
煮
ツ
盛
ツ
ス
ル
様
ニ

�

（
史
記
抄
・
五
・
二
四
・
オ
）

「
～
つ
～
つ
」
は
「
～
ぬ
～
ぬ
」
と
比
べ
て
、
用
法
面
で
広
が
り
が
見

ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
用
法
の
拡
張
も
《
用
法
Ⅰ
》
の
範
囲
に
留
ま
る
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と
言
え
よ
う
。
な
お
、
次
例
は
同
一
主
体
の
動
作
を
示
す
と
い
う
こ
と

か
ら
は
少
し
ず
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、「
夜
ガ
オ
ソ
ク
ア
ケ
ツ
日
ガ
早

晩
ツ
」
と
い
う
「
天
候
」
の
有
り
様
と
理
解
す
れ
ば
、
同
一
主
体
の
状

態
変
化
と
見
る
こ
と
も
出
来
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
、《
用
法
Ⅰ
・

Ａ
》
と
解
釈
し
て
お
き
た
い
。

 

（
38
）	�

山
ガ
高
ホ
ド
ニ
夜
ガ
オ
ソ
ク
ア
ケ
ツ
日
ガ
早
晩
ツ
ナ
ン
ド
ス
ル

ゾ�

（
漢
書
抄
・
五
八
オ
）

以
上
、「
ぬ
」「
つ
」
に
よ
る
並
列
は
《
用
法
Ⅰ
》
に
使
用
さ
れ
る
傾

向
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、「
た
り
」
に
よ
る
並
列
の
場
合
は
比
較

的
早
い
時
期
か
ら
《
用
法
Ⅰ
》
及
び
《
用
法
Ⅱ
》
で
の
使
用
が
認
め
ら

れ
る
。
ま
ず
、《
用
法
Ⅰ
》
か
ら
示
す
。

 

（
39
）	

ａ�

よ
る
に
な
れ
ば
［
し
う
と
が
馬
ひ
き
い
だ
い
て
は
せ
ひ
き
し

た
り
］、［
海
の
底
十
四
五
町
、
廿
町
く
ぐ
り
］
な
ン
ど
し
け

れ
ば
、
地
頭
、
守
護
あ
や
し
み
け
る
程
に
、
何
と
し
て
か
も

れ
聞
え
た
り
け
ん
、
鎌
倉
殿
御
教
書
を
下
さ
れ
け
り
。

�

（
平
家
物
語
・
六
代
被
斬
）【
再
掲
（
15
ｃ
）】

　
　

	

ｂ�

導
引
ハ
ノ
ヒ
ス
ル
ヿ
ソ
［
ヒ
キ
ノ
ヘ
タ
リ
］［
サ
ス
ツ
タ
リ
］  

ス
ル
ヿ
ソ�

（
蒙
求
抄
・
四
・
三
九
）

（
39－

ａ
）
は
「
夜
に
な
る
と
舅
の
馬
を
引
き
出
し
て
駆
け
ま
わ
っ
た

り
、
海
の
底
十
四
、
五
町
、
二
十
町
を
馬
で
潜
り
な
ど
し
た
の
で
…
」

と
い
う
内
容
で
あ
り
、
あ
る
時
に
は
「
舅
の
馬
を
引
き
出
し
て
駆
け
ま

わ
る
」、
ま
た
、
あ
る
時
に
は
「
海
の
底
十
四
五
町
、
廿
町
く
ぐ
る
」
と

い
う
行
動
を
取
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。（
39－

ｂ
）
の
「
ヒ
キ

ノ
ベ
タ
リ
サ
ス
ッ
タ
リ
ス
ル
」
と
は
、「
導
引
」
の
説
明
に
あ
た
る
が
、

そ
の
処
方
と
し
て
、「
の
ば
す
」
こ
と
「
さ
す
る
」
こ
と
を
例
示
す
る
も

の
で
あ
り
、《
用
法
Ⅰ
》
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

次
に
《
用
法
Ⅱ
》
を
示
す
。

 

（
40
）	

ａ�

み
な
人
は
重
き
鎧
の
う
へ
に
、
重
き
物
を
［
負
う
た
り
］［
い

だ
い
た
り
］
し
て
入
れ
ば
こ
そ
沈
め
、
こ
の
人
親
子
は
さ
も

し
給
は
ぬ
う
へ
、
な
ま
じ
ひ
に
く
ッ
き
や
う
の
水
練
に
て
お

は
し
け
れ
ば
、
沈
み
も
や
り
給
は
ず
。

�

（
平
家
物
語
・
能
登
殿
最
期
）【
再
掲
（
15
ｂ
）】

　
　

	

ｂ�

已
ニ
官
ニ
居
テ
公
家
カ
ラ
俸
禄
ヲ
取
ル
者
ガ
［
田
ヲ
作
タ

リ
］［
ア
キ
ナ
イ
ヲ
シ
タ
リ
］
ナ
ン
ド
ス
ル
ハ
民
ト
利
ヲ
争
ウ

ナ
リ
。�

（
史
記
抄
・
一
四
）

（
40－

ａ
）
で
は
、
主
体
が
「
み
な
人
」
で
あ
る
が
、
そ
の
一
人
一
人

に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、「
あ
る
者
は
重
い
も
の
を
背
負
い
、
あ
る
者
は
重

い
も
の
を
抱
え
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
動
作
を
描
写
し
て

い
る
。
ま
た
、（
40－

ｂ
）
で
は
「
田
を
作
る
者
も
い
れ
ば
、
商
い
を
す

る
者
も
い
る
」
の
よ
う
に
、
一
人
一
人
に
焦
点
を
あ
て
て
、
複
数
の
事

態
を
描
写
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
、「
～
た
り
～
た
り
」
に
は
、《
用
法
Ⅰ
》
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《
用
法
Ⅱ
》
が
見
ら
れ
、「
ぬ
」「
つ
」
に
よ
る
並
列
と
は
そ
の
あ
り
方
が

異
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
右
に
示
し
た

と
こ
ろ
の
《
用
法
Ⅰ
》
は
（
34
）
に
示
し
た
と
こ
ろ
の
下
位
分
類
で
言

う
と
こ
ろ
の
《
用
法
Ⅰ
・
Ｂ
》
で
あ
り
、
反
復
的
な
用
法
で
あ
る
と
こ

ろ
の
《
用
法
Ⅰ
・
Ａ
》
の
発
生
は
や
や
遅
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

 

（
41
）	

ａ�

た
ツ
た
ひ
と
り
の
お
袋
が
、
な
い
た
り
わ
ら
っ
た
り
、
く
ろ

う
す
る
を
、
屁
と
も
思
わ
ぬ
。
み
ん
な
ば
ち
だ
ハ
。

�

（
八
笑
人
・
巻
の
二
）

　
　

	

ｂ�「
口
を
き
く
た
ン
び
に
、
上
ツ
た
り
下
ツ
た
り
す
る
の
う
。」

�

（
八
笑
人
・
四
篇
上
）

　
　

	

ｃ�

そ
れ
か
ら
段
々
を
下
り
て
来
て
二
十
間
の
敷
石
を
往
っ
た
り
来

た
り
お
百
度
を
踏
む
。�

（
夏
目
漱
石
「
夢
十
夜
」・
第
九
夜
）

　
　

	

ｄ�

落
ち
付
い
て
影
を
蘸
し
て
い
た
山
桜
が
、
水
と
と
も
に
、
延

び
た
り
縮
ん
だ
り
、
曲
が
っ
た
り
、
く
ね
っ
た
り
す
る
。

�

（
夏
目
漱
石
「
草
枕
」）

　
　

	

ｅ�

変
だ
か
ら
、
列
を
右
へ
は
ず
し
て
、
向
こ
う
を
見
る
と
、
大

手
町
を
突
き
当
た
っ
て
薬
師
町
へ
曲
が
る
角
の
所
で
、
行
き

つ
ま
っ
た
ぎ
り
、
押
し
返
し
た
り
押
し
返
さ
れ
た
り
し
て
も

み
合
っ
て
い
る
。�

（
夏
目
漱
石
・「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」）

「
～
た
り
～
た
り
」
形
式
で
は
、《
用
法
Ⅰ
・
Ｂ
》、《
用
法
Ⅱ
》
は
早

い
段
階
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
が
、《
用
法
Ⅰ
・
Ａ
》
は
そ
の
発
生
が
遅

れ
、（
41
）
に
示
す
よ
う
に
、
近
世
後
期
以
降
と
見
ら
れ
る
。

四　
動
作
作
用
の
並
列
表
現
形
式
の
推
移

四
・
一　
「
～
ぬ
～
ぬ
」「
～
つ
～
つ
」
の
衰
退

「
～
ぬ
～
ぬ
」
に
よ
る
並
列
は
、
同
一
主
体
に
よ
る
動
作
を
二
つ
列
挙

し
、
そ
れ
ら
が
交
互
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
用
法
（
先
の

《
用
法
Ⅰ
・
Ａ
》
に
該
当
）
で
あ
っ
た
。
な
お
、「
～
つ
～
つ
」
も
同
様

に
反
復
的
な
用
法
に
も
与
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
、
同
一
主
体
に
よ
る

同
一
対
象
に
対
す
る
複
数
の
行
為
（
働
き
か
け
）
が
繰
り
返
し
行
わ
れ

る
用
法
が
主
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
両
者
の
差
異
は
、
前
者
が
自
動
詞

に
承
接
し
、
後
者
が
他
動
詞
に
承
接
す
る
と
い
う
、
そ
れ
ら
の
来
歴
に

あ
っ
た
と
こ
ろ
の
助
動
詞
「
ぬ
」「
つ
」
の
用
法
の
差
異
に
基
づ
く
も
の

と
思
わ
れ
る
。

	
�

主
と
し
て
、
意
志
を
持
っ
た
行
為
で
は
な
い
、
無
作
為
・
自
然
に

発
生
推
移
す
る
動
作
作
用
を
表
す
動
詞
に
付
き
、「
つ
」
と
対
照
さ

れ
る
。
ま
た
、「
ぬ
」
は
自
動
詞
に
、「
つ
」
は
他
動
詞
に
付
く
と

い
う
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
近
世
以
来
認
め
ら
れ
て
い
る
。

�

（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
・「
ぬ
」
の
語
誌
（
１
））

な
お
、
こ
の
「
～
ぬ
～
ぬ
」
で
行
わ
れ
て
い
た
反
復
形
式
が
（
42
）

（
43
）
に
示
す
よ
う
に
「
～
つ
～
つ
」
形
式
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
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い
る
。

 

（
42
）	
ａ�「
こ
ぞ
の
今
日
は
都
を
出
で
し
ぞ
か
し
。
程
な
く
め
ぐ
り
来

に
け
り
」
と
て
、
あ
さ
ま
し
う
あ
わ
た
た
し
か
り
し
事
共
宣

ひ
い
だ
し
て
、
泣
き
ぬ
わ
ら
ひ
ぬ
ぞ
し
給
ひ
け
る
。　

�

（
平
家
物
語
・
藤
戸
）

　
　

	

ｂ�

…
あ
さ
ま
し
う
あ
わ
て
騒
い
だ
こ
と
ど
も
を
思
ひ
だ
し
、
泣

い
つ
笑
う
つ
せ
ら
れ
た
。�

（
天
草
版
平
家
物
語
・
三
二
四
）

 

（
43
）	

ａ�

舟
は
ち
ひ
さ
し
、
く
る
り
と
ふ
み
か
へ
し
て
ン
げ
り
。
備
中

守
う
き
ぬ
沈
み
ぬ
し
給
ひ
け
る
を
、�

（
平
家
物
語
・
落
足
）

　
　

	

ｂ�

夕
日
に
輝
い
て
白
波
の
上
を
浮
き
ぬ
、
沈
み
ぬ
揺
ら
れ
た
、

�

（
天
草
版
平
家
物
語
・
三
三
七
）

　
　

	

ｃ�

い
か
で
か
、
汝
を
安
穏
に
置
か
う
ぞ
と
、
互
い
に
浮
い
つ
沈

う
づ
す
る
と
こ
ろ
に
、�

（
天
草
版
伊
曽
保
物
語
・
四
四
二
）

こ
れ
は
助
動
詞
「
ぬ
」「
つ
」
に
於
い
て
、
中
世
以
降
、「
つ
」
が
「
ぬ
」

の
領
域
へ
と
進
出
す
る
こ
と
と
連
動
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、「
～
ぬ
～
ぬ
」
の
衰
退
理
由
は
、
同
じ
く

《
用
法
Ⅰ
・
Ａ
》
に
与
る
「
～
つ
～
つ
」
の
方
が
《
用
法
Ⅰ
・
Ｂ
》
に
も

与
る
な
ど
、
用
法
の
面
で
広
い
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
に
取
り
込
ま
れ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
「
～
つ
～
つ
」
は
「
～
ぬ
～
ぬ
」
を
取
り
込
む
な
ど
、

用
法
の
広
が
り
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
第
二
節
に
見
た
よ
う
に
、
二
項

列
挙
の
み
な
ら
ず
、
三
項
を
列
挙
す
る
用
法
や
「
Ｖ
１
ツ
な
ど
（
す

る
）」
の
例
示
的
用
法
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
用
法
を
拡
張
し
て
い
く
様
が

う
か
が
え
る
の
で
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
、「
た
り
」
専
用
形
式
と
な
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
如
何
な
る
理
由
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

四
・
二　
「
～
た
り
～
た
り
」
形
式
に
於
け
る
反
復
用
法
の
獲
得

そ
こ
で
、「
～
つ
～
つ
」「
～
た
り
～
た
り
」
に
於
け
る
《
用
法
Ⅰ
・

Ａ
》
の
様
相
を
改
め
て
見
直
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

中
世
末
か
ら
近
世
期
の
「（
Ｖ
１
）
ツ
（
Ｖ
２
）
ツ
」
の
上
接
動
詞
に

着
目
し
て
み
る
と
、「
ア
ゲ
ツ－

オ
ロ
シ
ツ
」
の
よ
う
な
《
対
照
的
な
意

味
の
動
詞
の
ペ
ア
》
を
列
挙
す
も
の
や
「
打
つ
つ
打
た
れ
つ
」
の
よ
う

な
《
能
動
・
受
動
の
ペ
ア
》
を
列
挙
し
、《
用
法
Ⅰ
・
Ａ
》
に
使
用
さ
れ

る
例
が
存
す
る
。

 

（
44
）	

ａ�

大
魚
ヲ
進
退
エ
セ
ヌ
程
ニ
出
ツ
入
ツ
シ
タ
ソ

�

（
毛
詩
抄
・
五
・
一
四
）

　
　

	

ｃ�

立
ツ
居
ツ
動
揺
シ
タ
カ
ヨ
イ
ソ�

（
蒙
求
抄
・
一
・
七
）

　
　

	

ｄ�

乃
寝－

思
フ
事
モ
ナ
イ
ホ
ト
ニ
子
ツ
ヲ
キ
ツ
ス
ル
ソ

�

（
毛
詩
抄
・
一
一
・
二
〇
）

（
44
）
は
「
～
つ
～
つ
」
に
は
「
出
る－

入
る
」「
立
つ－

し
ゃ
が
む
」

「
寝
る－
起
き
る
」
の
如
き
、〈
対
照
的
な
意
味
の
語
の
ペ
ア
〉
の
例
で

あ
り
、
そ
の
用
法
は
同
一
主
体
に
よ
る
動
作
の
反
復
を
示
し
て
い
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
、「
た
り
」
の
場
合
、
そ
の
発
生
当
初
か
ら
室
町
末
期
ま

で
の
用
例
を
通
覧
す
る
に
、〈
対
照
的
な
動
詞
の
並
列
〉
や
〈
能
動
・
受

動
の
ペ
ア
の
並
列
〉
に
は
与
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
こ
う
し
た
反

復
用
法
の
発
生
は
江
戸
後
期
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

 

（
45
）	

ａ�「
口
を
き
く
た
ン
び
に
、
上
ツ
た
り
下
ツ
た
り
す
る
の
う
。」

�

（
八
笑
人
・
四
篇
上
）

　
　

	

ｂ�

そ
れ
か
ら
段
々
を
下
り
て
来
て
二
十
間
の
敷
石
を
往
っ
た
り

来
た
り
お
百
度
を
踏
む
。�（
夏
目
漱
石
「
夢
十
夜
」
第
九
夜
）

　
　

	

ｃ�

落
ち
付
い
て
影
を
蘸
し
て
い
た
山
桜
が
、
水
と
と
も
に
、
延

び
た
り
縮
ん
だ
り
、
曲
が
っ
た
り
、
く
ね
っ
た
り
す
る
。

�
（
夏
目
漱
石
「
草
枕
」）

　
　

	

ｄ�

変
だ
か
ら
、
列
を
右
へ
は
ず
し
て
、
向
こ
う
を
見
る
と
、
大

手
町
を
突
き
当
た
っ
て
薬
師
町
へ
曲
が
る
角
の
所
で
、
行
き

つ
ま
っ
た
ぎ
り
、
押
し
返
し
た
り
押
し
返
さ
れ
た
り
し
て
も

み
合
っ
て
い
る
。�

（
夏
目
漱
石
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」）

「
た
り
」
形
式
が
反
復
用
法
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
の
は
何
故
か
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
助
動
詞
「
た
（
り
）」
が
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
か
ら
過
去

テ
ン
ス
へ
と
い
う
意
味
用
法
の
推
移
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。

反
復
用
法
と
は
、
二
つ
（
以
上
）
の
動
作
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
る
こ

と
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、 「
子
供
が
テ
レ
ビ
を
つ
け
た
り
消
し
た
り
し

て
い
ま
す
。」
の
場
合
、「
テ
レ
ビ
を
点
け
る
」
と
い
う
行
為
が
一
端
完

結
し
、
そ
れ
に
引
き
続
き
、「
テ
レ
ビ
を
消
す
」
と
い
う
行
為
が
為
さ
れ

る
。
さ
ら
に
、
そ
の
二
つ
の
行
為
が
繰
り
返
し
為
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

助
動
詞
「
た
り
」
が
存
続
と
い
う
性
格
を
有
し
て
い
た
段
階
で
は
、「
Ａ

た
り
Ｂ
た
り
」
で
は
［
Ａ
］［
Ｂ
］
両
者
が
併
存
す
る
と
い
う
関
係
性
で

の
列
挙
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
反
復
用
法
と
は
［
Ａ
］［
Ｂ
］
と

が
継
起
的
に
行
わ
れ
る
―
［
Ａ
］［
Ｂ
］
が
併
存
し
な
い
―
も
の
で

あ
る
か
ら
、
事
態
が
一
端
終
結
し
て
い
る
と
い
う
意
味
が
付
加
さ
れ
な

い
限
り
、
起
こ
り
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
助
動
詞
「
た
」
が
過

去
テ
ン
ス
へ
と
移
行
す
る
の
が
、
室
町
時
代
以
降
と
い
う
こ
と
か
ら
、

並
列
助
詞
「
た
り
」
も
そ
れ
以
降
、
反
復
用
法
を
獲
得
す
る
よ
う
に

な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。

四
・
三　
「
た
り
」
形
式
へ
の
収
斂

「
～
つ
～
つ
」
は
、
前
掲
（
31
）
の
モ
デ
ル
で
い
う
な
ら
ば
、《
用
法

Ⅰ
・
Ａ
》《
用
法
Ⅰ
・
Ｂ
》
と
い
っ
た
同
一
主
体
に
よ
る
動
作
の
並
列
に

与
っ
て
い
た
。

 
（
46
）	

ａ�

狐
出
て
、
身
が
軽
う
て
、
よ
ひ
と
云
て
、
鳴
い
つ
、
茶
計
と

云
つ
、
一
郎
や
い
と
、
云
つ
し
て
、
罠
の
際
へ
行
て
、
色
々
、

仕
様
あ
る
べ
し�

（
狂
言
六
義
「
釣
狐
」）

　
　

	
ｂ�
い
や
さ
や
う
で
は
、
御
ざ
ら
ぬ
、
某
が
取
れ
ば
、
相
手
も
取

り
、
互
い
に
取
つ
つ
、
遣
つ
つ
致
す
に
よ
つ
て
、
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�

（
狂
言
六
義
「
奕
十
王
」）

（
46－
ａ
）
は
複
数
の
動
作
の
列
挙
、（
46－

ｂ
）
は
反
復
用
法
で
あ
る

が
、
こ
こ
に
示
す
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
同
一
主
体
の
動
作
を
示
し
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
異
主
体
に
よ
る
動
作
を
列
挙
し
た
も
の
は
見
出
し
難

い
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
た
り
」
の
場
合
で
は
、

 

（
38
）	

ａ�

よ
る
に
な
れ
ば
［
し
う
と
が
馬
ひ
き
い
だ
い
て
は
せ
ひ
き
し

た
り
］、［
海
の
底
十
四
五
町
、
廿
町
く
ぐ
り
］
な
ン
ど
し
け

れ
ば
、
地
頭
、
守
護
あ
や
し
み
け
る
程
に
、
何
と
し
て
か
も

れ
聞
え
た
り
け
ん
、
鎌
倉
殿
御
教
書
を
下
さ
れ
け
り
。

　
　

	

ｂ�

み
な
人
は
重
き
鎧
の
う
へ
に
、
重
き
物
を
［
負
う
た
り
］［
い

だ
い
た
り
］
し
て
入
れ
ば
こ
そ
沈
め
、
こ
の
人
親
子
は
さ
も

し
給
は
ぬ
う
へ
、
な
ま
じ
ひ
に
く
ッ
き
や
う
の
水
練
に
て
お

は
し
け
れ
ば
、
沈
み
も
や
り
給
は
ず
。�

【
再
掲
】

の
よ
う
に
、
同
一
主
体
に
よ
る
複
数
の
動
作
（
＝
38－

ａ
）、
異
主
体
の

動
作
（
＝
38－

ｂ
）
の
よ
う
に
、《
用
法
Ⅱ
》
及
び
《
用
法
Ⅰ
・
Ｂ
》
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
同
一
主
体
に
よ
る
動
作
の
反
復
用
法
で
あ

る
《
用
法
Ⅰ
・
Ａ
》
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

（
47
）	

ａ�「
口
を
き
く
た
ン
び
に
、［
上
ツ
た
り
］［
下
ツ
た
り
］
す
る
の

う
。」�

（
八
笑
人
・
四
篇
上
）【（
41－

ｂ
）
再
掲
】

　
　

	

ｂ�

売
る
も
の
買
う
も
の
、
老
若
男
女
、
何
れ
も
忙
し
そ
う
に
面

白
そ
う
に
嬉
し
そ
う
に
、
駈
け
た
り
追
っ
た
り
し
て
い
る
。

�

（
国
木
田
独
歩
「
武
蔵
野
」）

　
　

	

ｃ�

ピ
ト
ロ
ク
リ
の
谷
は
秋
の
真
下
に
あ
る
。
十
月
の
日
が
、
目

に
入
る
野
と
林
を
暖
か
い
色
に
染
め
た
中
に
、
人
は
寝
た
り

起
き
た
り
し
て
い
る
。�

（
夏
目
漱
石
「
永
日
小
品
」）

　
　

	

ｄ�

変
だ
か
ら
、
列
を
右
へ
は
ず
し
て
、
向
こ
う
を
見
る
と
、
大

手
町
を
突
き
当
た
っ
て
薬
師
町
へ
曲
が
る
角
の
所
で
、
行
き

つ
ま
っ
た
ぎ
り
、［
押
し
返
し
た
り
］［
押
し
返
さ
れ
た
り
］

し
て
も
み
合
っ
て
い
る
。

�

（
夏
目
漱
石
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」）【（
45－

ｄ
）
再
掲
】

先
に
見
た
よ
う
に
、「
～
つ
～
つ
」
は
《
用
法
Ⅰ
・
Ａ
》
及
び
《
用
法

Ⅰ
・
Ｂ
》
に
与
っ
て
お
り
、
一
方
の
「
～
た
り
～
た
り
」
は
《
用
法
Ⅰ
・

Ｂ
》
及
び
《
用
法
Ⅱ
》
に
与
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
～
つ
～
つ
」
は

《
用
法
Ⅰ
・
Ａ
（
＝
反
復
用
法
）》
に
於
い
て
、「
～
た
り
～
た
り
」
と
の

用
法
面
で
差
異
が
あ
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
る
に
、「
～
た
り
～

た
り
」
形
式
が
《
用
法
Ⅰ
・
Ａ
》
を
獲
得
す
る
に
伴
い
、「
～
つ
～
つ
」

形
式
は
現
代
語
に
見
る
よ
う
な
慣
用
的
表
現
形
式
と
い
う
位
置
に
追
い

や
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

五　
お
わ
り
に

中
世
前
期
に
於
い
て
、
助
動
詞
「
ぬ
」「
つ
」「
た
り
」
の
終
止
形
に
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よ
る
動
作
作
用
の
並
列
表
現
形
式
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
れ

ら
三
者
に
よ
る
並
列
は
現
代
語
に
見
る
よ
う
に
、
最
終
的
に
は
「
た
り
」

専
用
形
式
へ
と
収
斂
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
如
上
の
「
た
り
」

と
他
の
形
式
と
の
並
列
の
機
能
の
差
違
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、「
～
つ
～
つ
」
の
消
長
に
関
し
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

現
代
語
に
於
い
て
、「
～
つ
～
つ
」
は
、
前
掲
（
14
）
に
見
る
よ
う

に
、
語
彙
的
に
も
限
ら
れ
て
お
り
（「
行
き
つ
戻
り
つ
」「
と
つ
お
い
つ

（
取
り
つ
置
き
つ
）「
く
ん
づ
ほ
ぐ
れ
つ
」「
差
し
つ
差
さ
れ
つ
」「
押
し

つ
押
さ
れ
つ
」「
持
ち
つ
持
た
れ
つ
」）、
ま
た
、
意
味
的
に
具
体
的
な
動

作
を
示
す
と
い
う
よ
り
は
、「
行
き
つ
戻
り
つ
」
は
「
う
ろ
う
ろ
し
て
い

る
」、「
持
ち
つ
持
た
れ
つ
」
は
、
具
体
的
な
「
持
つ
」
と
い
う
行
為
と

い
う
よ
り
は
「
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
」
と
い
っ
た
よ
う
な
意
味
合

い
で
あ
り
、
一
種
の
副
詞
句
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

が
、（
13
）
と
し
て
、
明
治
期
の
例
を
示
し
た
が
、「
隠
れ
つ
現
れ
つ
」「
惑

い
つ
懼
れ
つ
」「
す
れ
つ
縺
れ
つ
」「
浮
い
つ
沈
み
つ
」「
組
ん
ず
ほ
ご
れ

つ
」「
見
え
つ
隠
れ
つ
」「
引
き
つ
引
か
れ
つ
」
の
よ
う
に
語
彙
的
に
も

現
代
語
に
比
し
て
多
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
～
つ
～
つ
」
の
消

長
の
問
題
に
つ
い
て
は
機
会
を
改
め
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

注

注
１	

助
動
詞
「
ぬ
」「
つ
」「
た
り
」
に
よ
る
並
列
助
詞
的
用
法
が
中
世
前
期
に

発
生
し
た
の
か
と
い
う
、
時
期
の
問
題
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
並
列
表
現

形
式
の
発
達
と
そ
の
契
機
」（『
国
語
と
教
育
』
三
一
号
・
長
崎
大
学
教
育

学
部
国
語
国
文
学
会
・
二
〇
〇
六
年
一
二
月
）
で
考
察
を
加
え
た
。

注
２	

岩
田
美
穂
氏
「
並
列
表
現
の
史
的
展
開
」（『
日
本
語
学
会
二
〇
〇
六
年
度

春
季
大
会
予
稿
集
』・
二
〇
〇
六
年
五
月
一
四
日
・
日
本
語
学
会
（
於
東

京
学
芸
大
学
））、
同
「
例
示
を
表
す
並
列
形
式
の
歴
史
的
変
化
―
タ

リ
・
ナ
リ
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
青
木
博
史
編
『
日
本
語
の
構
造
変
化
と

文
法
化
』（
ひ
つ
じ
書
房
）・
二
〇
〇
七
年
七
月
）
が
あ
る
。
参
照
さ
れ
た

い
。

注
３	

拙
稿
「
否
定
過
去
の
助
動
詞
「
な
ん
だ
」
に
関
す
る
一
考
察
」（『
語
文
研

究
』
九
五
号
・
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
・
二
〇
〇
三
年
六
月
）、
同
「
並

列
表
現
史
の
一
側
面
―
「
Ｖ
ナ
カ
ッ
タ
リ
（
ス
ル
）」
形
式
の
推
移
―
」

（『
語
文
研
究
』
一
〇
二
号
・
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
・
二
〇
〇
六
年
一

二
月
）
に
て
、「
Ｖ
た
り
Ｖ
な
か
っ
た
り
」
形
式
の
推
移
に
関
し
て
論
じ

て
あ
る
。

注
４	

注
２
論
文
。

注
５	

形
容
詞
に
承
接
す
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
に
関
し
て
は
、
注
１
の
拙
稿
に

於
い
て
、
動
詞
「
い
る
」「
あ
る
」
と
い
っ
た
状
態
動
詞
へ
の
承
接
を
契

機
と
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
の
見
解
を
述
べ
た
。

【
付
記
】
本
稿
は
第
二
二
二
回
筑
紫
日
本
語
研
究
会
、
第
三
一
八
回
岡
山
国
語
談

話
会
で
の
口
頭
発
表
を
も
と
に
、
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
き
ょ
う　

け
ん
じ
・
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
）




